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休耕乾田の雑草群落の遷移に関する生態的研究







































試 験 の 方 法
研究所相場南区 5aの面もてで,1969年 11月稲刈 り取後に 小安を不桝穴播し,即 ｢6月
下旬安を刈り取った後は,無肥料 ･惟慨しないHJ非乾JL]hBl場とした.
X,r1年 口には50cm角の唯40個を研1L,4の よ うに 4m幅2列1･5m｢耶 1.A-/fおいて配
EFr.i,A:7月20日･B:8月5El･C:8月 20日･D:9月3日･E:9月 17日･F:10
月7日に各5経について櫛矧別のn.-冊;分放し駕は つ くり,本数 ･粒度 ･草丈 ･1用花 ･結実状
態などを調べ,その後に抜取って帆乾後に秤鼓した.また,Hの5区はそのままにしてお
いて,7月20F1-10月7F71tで2OI]間1-Fに本数 ･披度 ･草丈を洲止 し (無印 1-5rj(-i,i
-T･OJ'1化 して設mILた), 槌畑組成と和珊別の純度 ･照度 ･草丈･即簿丑と1It甚平 の脚 キ変
化の測定を二になFl的として'-):験 した,
lj'目 し受t 休耕l'1-nの.7LtJ作肝 (5Ox5Ocm2) のPiLl.i'7.i(7970)
第 2年日には,1年 口の脈を撤去し, 新たに 4mx2mに ビニール製縄を張 って 20地
区をつ くり,各区別に租班別の枇度と1(潮 率を5月26口～12月8日まで5L如こわたって
各地rx-_別に 発生雑草の篠原別の被度を調べ,全称掛の被度をnFせた41rL被率yL,5月 31日･
7月 15日･9月1口･9月 22FlにそれぞれJ'lJべた.また休耕2年 口にはオオ7L/チノギ
















成唖別の生草丑を測定した.さらに 12月 11日に翌5年 Elの水稲移牌のために-ソドトラ
クターによる肌起を行ない,その作柴の難易を調べた.また翌年5月14E]と6月141ヨと
において耕 起後に発/I:L.する雑草群落を調べてから,A(1110)･B(ll-20)地区に2分し,







科62唖を,また山岸 (1971)は千薬児の仙 郷口]7:･29科 102櫛を,花谷 (1973)らは広島県
内で 10科29和を,箱山(1977)らほ福岡県下でH､耕 年 次の児なる水田で32科 124柾を,
芝山(1972)らは九州各地の休耕川で48科 209穂を,柿 (1976)らは,茨城螺で 19科59鶴
を節定し,1調LF.当 t)唖数は収田で 18-27椛.湿潤l]]で23-32私 湛水田で 19-23柾
であったという.
光に笠原 (1973)らは,西U木の軌],緑地において1-3･4年Jhl]の休｣fJl=L‖雅草を観察し





























マツー ミズナラ群閉域 (関東 ･北陸以北から北海道南鞘)とB:7カマツー アラカシ群用
班 (東瓶近畿以西雨)にわけ,さらにB内にCこアカマソ-モチツツジ析Llミ域を設けた.
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例 8月 5日の拒 (5Ox50cm2) 調査
57巻 (1978) 99
Fp.'9唖である.イネ科が 11桃,キク科が 1O私-C･3,く,つ jL､てゴマノ-グサ416種 と,/
ブラナ料5qT,カヤソリグサ科4鮎で他の拙文3種以下である,また発1二本数は10月 5口
と8月20日が股 も多 く見られ.7月20日と9月20日が最 も少なかった.重出は7月2O
Hから9月17Eほ で加速的に人きくなって,10月7日にほ ど,-･干低下している. 純度 も並
皿に近い傾向があ り,SDR の大 きい種煩は.初糊ではアゼナ,イヌビ-,カヤツリグサな
どが70-80であ り,中指Jではそれらも大きいが,メヒシノ(.スベ 1)ヒエが40-80にな り
大きく,後湖には ヒデリコが43,特にオオ7レチノギクか大 きく80になっている. また




% % JJu 7.20 8.5 8.20 9.3 9.17 10.7
W,3L'g 休川11Hld〕:E'増維/.Lの終止と他歓呼の









準の5梶または出現板の平均組被率と各柾類別の被度の消長は第 3図に示 した.第 3日小二
よれば,種類別の社歴では休桝田で初めて発生するメヒシ/;･オオ7レチノギクが原 も大
loo i:空乍 研 究

第3 表 休 耕 1 年 l｣の 1年 生 雑 _I.1:の 各生育掛 こ わけ る P oinsson /JI41-型 の あ て は め C) 校 定
~~｣~ - - - _.
種 類 名 品 軒 i l poin粥 7n ㌘F x2
(1970.7.2 1)
ア ゼ ナ
キ カ ノ ク サ
(1970.85)
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ア ノ ノ メ
(1970_9.21)
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蝕放名匿紺 璃 詳 Il- 名園紺 k-Ipo:2
(1970.10.7)
7 ゼ ナ



































車 力 シ ク サ
jEPoinson分布
071)1日720 85 8,20 93 9.】7 10.7
祈 4回 休耕 1-'rFllの｣ニ好雄･1,'.:のIP;.-丈の伸長(H卜5粧平均)
には,J'.J･.減している.
なお,50×50cm 脂をさらに 10×10cm に 25等 分 し,雑卑廠FIljに その小さい他内に
分布する個体がポアッソン分布にあては まる かど う かを x2検定したと ころ第3表に示さ
れるようであった.第3東に よれば, 各 'J=.育 時に おけ るliF-′ヒ雑草の 89サンプルのうら
ただ2例を除いて87サンプルの確率が 0.05 - 0.8以上 なので,ポア ッソン分布の相定は
104 )."!学 研 究
否定できなかった.すなわち,休耕田の初年目における主要 1年雑草の発生は,全都がラ
ンダム分散をなしていることがわかった.
2) 休耕2年目のオオ7レチノギクの密度の分散と自然間引:2年目にお け るオオア
レチノギクの発生は 多くの柾で60-80%になっていた.(図版 Ic.d参照) 5月中旬にお
いて草丈 30cm前後のオオアレチノ=T-'クの純群落に近いところを10×10cm 小区鮎 を
第 4炎 似 非2年Hのオ*7レチノギクの900cm2植L^Jの各/Ji帯期の
個体数の消長と刈取りした個体凋怒(1971)
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もつ 900cm2帳を 15仰 設El托して5月31Ftか
ら4回 にわ たって第4表の ように発七仰体
数 ･軍吏･沌丑を調 べ た. また第5表のよ
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に減少し17-79本に仇下して初期に 比べて高鮮度においては1/10-1/30･低密度 で は
1/3-1/5く､らいに減少し (第8図の9月22口は花穂茎数で示した), また低密度では個
体が大きく, 高密度では小個体が多くなっている.(図版Ⅱ参照)




(理 が大きいほど糊 締度 (P)の減少粕 である･そして ÷ -去 十Eか成立すると
いう.ここに5月31E]の初瑚密度を横軸車齢 こ .LB現密度を縦軸にとって第9図 (a:◎
7月15日･b:×9月1日･C:△9月22日)に′Jこした.
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れた,うちカヤツリグサ (コゴメガヤツリが 多 い),キカシグサ,ノビ- (ヒメタイヌヒ
エが多い),メヒシバ,7-ピナなどの敵艦が比棟的大きくて SDRは 65-80であっIC. ま
た越年革は15唖が見られオオアレナノギクは1年日の終 F)には敵艦13-21%でial大とな
り,SDRは40-80であ1た.3,年草は9度or)L7Aで,SDRは20以下であった.
2年目には,水Fl却 輩 の コナ車 ･アブノメ ･7セナ ｡キカシグサ ･スズメノトウガラ
シ ･ア七､トウカラシ･チョウジタデ ･てツバイ ･ミゾ/､｣ベ ･ミズワラビなど21椛 は全
く消失した.また 1年日に甘えていたに･下の 1i卜即の畑維1.!,:も消え,biから鍵には多作革
のシpツメグサの被度が 15-25%,SDR50で人きく,つづいてヒP/､ギシギシ (キシャ


















なった (lき(l版 Ig参照).またオキが3へ′8%, ススキが3%,スキナがとこ/-バこよ､つて
7%く･､らい弘がった.このような郁市内の休i)=二Uでも4佃 -1には+ガヤ ･*･一･の多年草が



















4) 4年日におけるヤ7ジラミの生産量:本体糊口]における37日｣とくに 4年 Rにおけ
るヤブジラさの′L∴青の一例は第 7表に/-)､されたようである (岡版 Ihを参照).
第 7菜 に よれ ば.一区丙 (0.27m2)に 65-
295本のように.針 上, 直JLL, 怪文 も100- 肌7お 体LJF4年日の＼'-'シラミ
のくI=J粧-FJ(0.27m4-JJlり)
(1973.7.2)
? 木賢 I,I:-(;),Tl mItg4-;-q7
150cm とよく揃 っていた. そして 麿艦と平均個











5) 休耕4年 目11月上 ･中旬に刈取った雑草群
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7) 耕起翌年 (休耕開始5年目)の雑草群落二附､ノ14/1日の 12月に継続していた 休JJL
をflJ切ってjf)LL,翌年5月 14巨‖二6月 14日の2仙 =/I.lJ'て地区別 (4×4m2) 当りの紺
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2) 休耕1年Il7.5m2当り19日55願力川-,現 し.1牛草31,越牛革 15,阜牛革9倭で
あ-'た.それを村別にすれば,イネ科11,キクFLH().ゴマノノ､クサ科6,7ブラナ科5,
カヤノi)グサ科4締.他は3健以下で あ る. 畔丈の高い種は オオ7レチノキク･メヒシ
バ ･イヌビェ,中位がチョウジタデ ･オヒシ/二･1Jヤツリグサ ･ヒデリコ,仰 立かスベl)
ヒユ･7ヒナ ･キカシグサなどであった. SDl～の大きいものは 初期では,イ-スビ- ･カ





3) 2年 F｣には,1年群21硬が全 く饗を消Lた.全部て16科45倭のうち 1井草 13,
ノ越年草22,多牛革10枚であJ'た, 越年卓り土ナズナ ･スズメノテッポウ･カラスノエソト








4) 3年Hには オオ7L,ナノ牛Lクれ急に 減少し,夏ても被疫18-37%となF),代 って
ヤ7'ジラミが 25%と目立つようになった. 多年-tF_のシpツメタサほ被度30%台を保も,
ヒロ/､ギシギシ ･スギナがやや l1立ち,チカ十 ･才牛も佼人を開始し,被虐9-22%,
57世(1978) 12t
SDRは 40-45となへた. 全 部で 18科 52稚, うち,]J/F革 11,越Il:.耳fL24, 多Tl草 17軒
であった.
5) 4年 目には.オオ7レチノギ クは被度 2%以下に激減 した,代 って夏にはヤプジラ ミ
が平均被度 35%,所Jt70%となる.この純は越年革で コン トp-ルし易 く,除草剤に も
弱いので,休耕田では牧草から逸出 したシロツメクサと共に好 ましい種餅 と考えた.また
膏から初夏には各年草のシロツメクサが 40%,夏から冬には チj'/ヤが虹が り被度が同 じ
く40%,オ牛が 3- 8%,ススキ 3%,スギナ7% と な った. 全部で 16科 48都, うち
1年革 11,越年群 22,多年草 15種であった. このような都市内の休JI)lEIlで も41年 Elて,
すでにチガヤ ･オギのイネ科多年生が茂 り荒廃の兆が 見えた. このチガヤの群落は-ソ ド
トラクターの運行に 大 した陸曹で なか ったが, サギ棟の多い群落は 運行の停止があ り,
i.5-2倍の時間を要 した.
6)休耕4年 日ヤプジラミを地際から刈 り取 り,その跡に大豆を捨て作 りしてみた.大
豆は一応結実するまでに生育したが,大電の生え間に メヒシバが新たに多 く発年 した.
7) 休耕 4年 El末に鮎 起し,その翌年 5,6月に発牛した雑草を 湘べたとこ71越咋草 17
-ムブラ ･ヤブジラミの純度が最大で,純 いて多年草のシロツメクサの被皮が大きく,頻
度は小さいが局地的に被度が 大 きい の が,ス=r:ナ ･ギシギシ ･-).-ギなどであ った. しか
し,チガヤ ･ヒナタイノコゾチほ 休木)r4ir･臼に比べて激耕 した. なお,6月 25Flの田植
前にfq:度桝起 し,潅水,代掻, 圧日柄した 乍抑与湛水は,今迄の 休耕雑草は抑えられ, 加え
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